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絶
望
″
よ
り
出
ぐ
て

誰
か
の
死
が
我
々
を
悲
し
ま
せ

誰
力
の
悲
し
み
が
我
々
の
身
体
を

涙
と
怒
り
に
打
ち
震
わ
せ
る

凍
て
つ
き
し
虚
空
は
人
々
の
心
を

暗
き
開
塞
へ
と
追
い
や
り

世
界
が
喪
服
に
包
．
ま
れ
る
時

目
に
映
じ
た
も
の
は
悲
惨
の
光
景
だ
っ
た

抑
圧
と
憎
悪
　
差
別
と
偏
見

そ
し
て
流
血
は
永
く
世
界
を
支
配
し

大
地
は
し
い
た
げ
ら
れ
た
人
々
の
血
に
染
ま
り

報
復
の
怨
念
は
刻
ま
れ
た

深
き
悲
し
み
は
黙
々
た
る
歩
み
の
中
に

そ
し
て
小
さ
き
手
に
銃
が
も
・
た
れ
る
日

紅
き
心
は
暖
か
き
未
来
の
脈
を
た
た
く

逞
し
る
痛
み
　
落
つ
る
血
は
熱
情
の
延
し

誰
か
の
雄
叫
び
が
　
我
々
の
’

さ
さ
や
か
な
努
力
を
求
め

我
々
の
思
い
は
覗
い
の
途
上
で

誰
に
も
卸
ら
れ
る
こ
と
な
く

倒
れ
て
い
っ
た
人
々
の
こ
と
に
は
せ
る

　
あ
る
日
、
故
郷
の
親
友

か
ら
の
手
紙
が
届
い
た
。

彼
は
人
ロ
ニ
○
互
ｔ
こ
そ

こ
の
地
方
Ｓ
市
で
、
高
校

時
代
か
ら
の
文
学
サ
ー
ク

ル
后
勤
を
卒
業
後
、
労
働

者
、
学
生
の
参
加
す
る
文

器
雑
誌
の
旨
勤
の
な
か
７
扁
け
て
い

た
。
▼
波
は
私
し
の
手
紙
の
返
答
と

し
て
政
治
の
な
か
で
抹
殺
さ
れ
た
文

学
の
間
珊
を
同
う
て
き
た
。
私
し
は

手
紙
の
中
で
「
時
の
権
力
者
は
自
身

の
姿
に
似
せ
て
芸
術
を
創
造
し
よ
う

と
す
る
。
そ
の
な
か
で
は
文
学
、
芸

術
は
嘴
敗
す
る
」
と
主
張
し
た
の
で

あ
る
。
▼
私
し
は
、
投
一
後
、
自
身

の
主
張
の
甘
さ
と
独
『
主
張
の
挽

薄
さ
Ｉ
笥
い
て
い
た
。
案
の
上
、
妓

は
そ
の
筏
薄
さ
を
指
摘
し
て
き
た
の

で
あ
る
。
▼
彼
の
反
獣
と
私
し
の
悔

い
た
も
の
と
は
「
文
学
、
芸
術
の
一

敗
を
述
べ
る
時
に
は
余
り
に
も
多
く

の
一
史
と
社
会
艮
～
必
要
が
あ
る

と
ｔ
弓
こ
と
で
あ
っ
た
」
▼
ブ
ル
ジ

ョ
ア
社
会
芸
術
と
社
会
主
義
芸
術
、

こ
れ
が
主
な
論
点
で
あ
っ
た
。
社
会

主
義
社
会
で
の
芸
術
は
一
切
の
過
去

　
（
放
逐
さ
れ
た
ブ
ル
ジ
ョ
ア
社
会
）

の
芸
術
性
を
否
定
し
、
新
た
な
社
会

主
義
の
な
か
に
「
革
命
的
」
芸
術
を

創
辺
す
べ
き
か
９
・
プ
ロ
レ
タ
リ
ア

文
学
と
は
９
・
シ
｀
－
ル
・
リ
ア
リ

ズ
ム
と
は
？
▼
私
し
は
文
学
者
で
も

小
説
家
で
も
な
い
。
だ
か
ら
、
彼
に

　
「
後
進
国
Ｊ
Ｑ
シ
ア
に
お
け
る
革
自

後
の
文
学
鱗
城
の
箭
況
を
引
き
台
い

に
出
す
中
で
自
身
の
見
解
を
述
ぺ
る

こ
と
か
ら
鮑
め
ざ
る
を
帰
な
か
っ

た
。
そ
う
し
た
私
し
に
は
ト
ロ
ブ
キ

ー
著
「
文
学
と
革
命
」
が
絶
好
の
審

と
な
っ
た
。
▼
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学

な
ど
は
存
在
し
な
い
こ
と
。
湯
去
り

芸
術
の
一
切
の
抹
殺
の
中
に
革
命
的

葺
衡
を
語
る
こ
ｔ
Ｓ
職
真
さ
。
▼
Ｓ

明
で
あ
っ
た
。
社
会
主
曇
社
会
の
原

則
鴫
市
場
栽
争
は
資
本
主
聶
よ
り
も

急
進
な
科
学
技
術
の
迪
泰
を
み
る
釦

ぺ
文
学
も
例
外
で
は
な
い
こ
4
’

シ
Ｊ
Ｉ
ル
ｅ
Ｈ
″
ア
リ
ズ
ム
は
瓦
へ

の
砧
ａ
で
あ
っ
た
こ
と
。
▼
し
か
し

珊
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
国
一
の
軍
服
か
の
天

才
と
尋
７
の
麦
。
ま
た
楓
々
り
世

代
の
新
左
Ｉ
が
政
治
性
の
中
で
「
文

学
と
こ
ろ
で
は
な
い
」
と
言
う
厚
顔

無
恥
。
私
し
は
軟
擲
の
Ｉ
ぞ
￥
紙

を
交
わ
す
中
で
、
未
来
へ
突
き
遡
む

で
あ
ろ
う
も
の
遂
に
な
お
ざ
り
に
さ

れ
て
る
文
学
に
い
つ
、
髪
を
む
け
る

の
か
、
同
う
て
み
た
く
な
っ
た
。

　
　
編
集
後
記

　
読
者
諸
兄
が
、
こ
の
新
聞
を
手
に
さ

れ
る
一
」
ろ
は
学
年
末
の
、
春
も
そ
う
廸

く
な
い
日
の
こ
と
で
し
よ
う
。

　
こ
の
時
制
は
人
の
往
来
の
酸
し
い
時

で
す
。
こ
れ
少
廬
に
洋
大
を
去
る
人
も

居
れ
ぱ
、
更
に
學
粂
を
筒
け
る
人
も
居

る
こ
と
で
し
よ
う
。
人
そ
れ
ぞ
れ
に
自

が
遊
9
‐
4
C

l
i
2
新
た
な
剱
軍
の

ｒ　
ａ
々
゛
集
者
一
同
が
、
こ
の
一
年
�

紙
上
に
主
張
し
農
け
て
き
た
こ
と
は
、

た
だ
だ
″
｀
被
抑
圧
民
族
階
級
人
民
の
解

叙
闘
争
の
前
進
と
我
が
焉
詣
を
共
に
す

る
こ
心
そ
し
て
、
全
Ｆ
Ｗ
各
叫
Ｓ

一
で
密
林
で
、
一
に
も
知
ら
れ
る
こ
と

な
く
例
れ
た
咬
の
銃
を
ペ
ン
に

・
？
一
へ

帝
国
主
義
者
に
報
陶
を
加
疎
。
心
こ
Ｉ
．
泌

す
。

　
し
・
７
し
な
が
９
り
り
ｙ
。
４
一
。
小

・ 疋

を
痛
感
き
せ
・
り
れ
る
り
か
。
・
・
・
ヽ
恙

　
た
だ
た
だ
駒
伺
Ｏ
Ｕ
ふ
．
Ｕ
し
。

一
‐
‐
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我

我
は
。
男
ぶ
に
囚
鬘
を
越
。
‐
‐
‐
ら
き

Ｉ
ら
む

で
し
Ｊ
う
。
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Ξ典出版の好評化学●／●●・ 有
機
化
合
物
｀
構
造
決
定

｀
　
〈
－
Ｒ
・
Ｕ
Ｖ
・
Ｎ
Ｍ
Ｒ
の
解
説
と
演
習
〉
　
Ｆ
聡
″

曇
一
列
／
愛
媛
大
工
学
齢
助
教
授
・
現
俸
戸
一
笑
黒
爽
Ｉ
現
左
畑
ら
九
て
い
る
有
機
化
合
物
は

莫
大
な
数
で
再
に
加
速
度
的
に
増
加
し
つ
っ
あ
る
か
、
そ
の
構
造
決
定
に
必
須
の
Ｓ
外
｛
Ｉ
Ｒ
｝
／
一

外
可
視
（
Ｕ
Ｖ
）
／
核
嫌
気
典
鴫
｛
Ｎ
Ｍ
Ｒ
｝
等
｛
各
ス
ペ
ク
ト
ル
に
つ
・
Ｉ
１
匍
Ｓ
と
嫁
合
的
に
興

剤
す
碁
た
め
心
嫌
曹
問
解
と
解
答
を
明
快
に
僻
説
‐
4
1
1
1
C
入
門
演
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書
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署
究
者
持
重
の
書
／

　
李
　
　
レ
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高
瀬
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一
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構
造
・
反
応
の
知
識
を
系

］
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イ

学
演
習
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に
短
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に
ｓ
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暮
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書
重
ｘ
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円
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化
学
ド
イ
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蒙
の
解
釈
研
究
μ
一
一
弱
・
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″
託
ａ
こ

機
械
工
字
の
す
ぺ
ｔ
を
鏑
集
し
た
一
大
体
系
／
醤
３
嚢
ナ
社
Ｓ
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闘
扁
年
一
章
一
腫

流
体
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学

高
Ｉ
気
体
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？
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説
と
そ
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・
ガ
ン
ジ
ふ
・
イ
ン
ド
軍
が
今
だ
に

イ
ン
デ
ィ

銚７３ ９号
三
国
イ
ン
ド
シ
ナ
人
民
に
対
し
、
賠
鍋

な
４
は
弓
え
て
い
な
い
し
、
わ
れ
わ
れ

は
「
栄
舅
」
の
輦
去
を
行
な
う
の
に
条

件
を
出
す
亡
ｇ
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
は

敗
北
奢
『
栄
誉
』
に
ポ
ー
ズ
を
と
り
、

大
斌
價
遭
に
挑
ま
ん
と
す
る
価
」
の
な

に
も
の
で
も
な
い
Ｉ
こ
れ
に
対
－
￥
｀
ベ

ト
ナ
ム
政
戦
が
全
く
受
け
入
れ
る
余
地

な
く
拒
否
レ
な
の
４
。
欄
く
｀
『
蕉
ら
。

え
る
て
あ
角
ｘ
ｙ
。
ま
な
、
一
歩
イ
ン
ド

シ
オ
Ｑ
ａ
ニ
ク
ソ
ン
に
敗
北
条
或
明

き
″
局
進
し
た
の
で
あ
奇

　
Λ
イ
ン
ド
亜
大

　
睡
∇

　
刈
ざ
ｙ
厚
丿
汽
同
乃
四
ぶ
ぺ
／

グ
う
・
ふ
ソ
こ
ツ
ー
マ
ン
づ
帰
国
Ｊ

た
こ
と
に
よ
り
一
一
。
一
八
、
石
・
、
バ
ン
グ

一
了
？
ン
Ｊ
人
民
Ｒ
和
Ｊ
の
・
吸
吸
事
実

が
外
交
胃
偶
成
茫
な
ど
に
よ
り
形
式
的

に
だ
け
で
も
認
匈
び
せ
て
い
る
。
し
か

し
、
閥
域
は
山
精
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま

り
パ
ン
グ
ラ
・
デ
シ
ａ
の
永
続
的
計
ｉ

ｔ
シ
デ
で
キ
ー
限
．
Ｚ
ク
チ
・
パ
ヒ
ニ
い
一
「
韓
一
司
大
使
館
に
禰
出
し
べ

固
丿
只
？
．
・
．
Ｕ
、
・
ち
う
Ｔ
μ
陥
芦
よ
一
に
「
非
惣
・
μ
．
Ｓ
・
．
’
己
は
秒
に

て
心
・
言
．
ら
マ
オ
ノ
Ｅ
ス
ト
ー
1
.
:
4

‐
1
'
＾
1
.
.
.
.
.
.
.
S
.
=
!
=
!
a
!
s
!
l
'
‐
4
z
･
r
日
悟

る
グ
ル
ー
プ
ー
は
バ
ン
グ
プ
・
デ
ツ
ュ
士
に
ミ
で
非
恐
ぶ
で
あ
凡
統
一
朝

ぺ
勢
り
じ
て
こ
れ
か
ら
微
妙
な
秘
伝
鮮
革
・
萌
は
、
ア
ジ
ア
革
命
い
・
極
吏
へ
心

こ
な
る
で
あ
ろ
一
兄
こ
り
一
刀
は
、
イ

一

咆
な
る
拡
方
芯
で
あ
Ｉ
旭

ン
ド
、
ベ
ン
ガ
ル
ｏ
ブ
ル
ジ
ー
ジ
止
＼
　
　
　
　
　
／

ぶ
Ｉ
・
゛
・
な
べ
不
ギ
リ
ス
果
内
？
尹

沖
縄
１
’
日
本
＼

独
立
泄
で
も
な
い
、
裔
．
い
．
パ
ン
グ
ラ
こ
寡
上
プ
ル
ｙ
ア
政
耐
の
Ｉ
冗
￥
独
採

デ
ノ
ュ
解
放
’
Ｓ
ｊ
．
Ｊ
磋
丿
昌
一
．
公
認
フ
浹
に
な
に
を
召
一
防
ｊ
よ
う
ゴ
そ
れ
は

一 一

一
日
Ｕ
ロ
イ
タ
ー
一
と
し
て
「
当
地
の

膜
民
に
ち
に
よ
る
と
、
今
週
初
め
、
ダ

’
カ
北
西
部
約
五
十
ａ
の
タ
ニ
ガ
イ
ル

地
区
で
ム
ク
チ
・
バ
ヒ
ニ
（
東
ペ
ニ
カ

ル
解
奴
輩
）
の
喝
に
内
部
衝
突
か
あ

り
、
ム
ク
チ
・
ヒ
ニ
り
兵
士
一
今
庄

昂
五
人
が
死
ん
″
｀
．
こ
の
衝
突
は
同
地

区
の
ム
ク
チ
、
パ
ヒ
ニ
り
徊
導
者
シ
デ

イ
キ
″
将
家
″
か
率
い
る
五
百
人
と
、

�
£
義
者
と
み
ら
れ
々
八
巾
人
の
・
・
対
立

グ
ル
ー
プ
嚇
で
ｇ
に
」
い
う
．
ご
、

報
じ
ｃ
い
そ

　
こ
り
】
見
、
不
可
解
な
荊
哭
は
な
に

4
’
‐
S
i
’
.
a

‐
Z
‐
?
･
.
.
.
.
.
.
.
.
j
Z

1
1
1

‐
9
=
j

に
、
饗
価
り
銃
呼
嗜
丿
吋
７
．
ぶ
Ｉ
り
こ
．
巧

一
万
ソ
ン
が
勝
者
た
る
こ
ガ
イ
ル
（
パ
ニ
グ
ラ
デ
シ
ご
二
十

内
の
・
完
全
撤
兵
｝
「
チ
ユ
ー
政
権
を
辞
一
バ
ン
グ
ラ
・
デ
シ
ュ
労
働
者
国
家
り
前

俘
谷
口
由
一
季
を
行
な
ご
な
ど
腎
４
は
傘
り
に
も
困
鍾
で
あ
ろ
う
か
。
。

ハ
凋
目
揉
寮
舎
発
表
し
た
。
全
世
界
が
‐
１
　
一
月
二
二
日
忖
り
刺
ｕ
新
聞
に
７

東
ご
艮
い
、
訪
中
問
題
と
良
い
申
国
の
吃
り
す
る
時
は
、
再
度
の
帝
国
主
義
列
強

準
南
哨
政
杓
妬
に
対
し
、
全
ア
ジ
ア
石
肖
分
割
を
許
す
か
も
し
れ
な
い
。
モ

。
解
放
鯖
人
民
は
一
斉
に
ｋ
発
し
始
め
て
石
上
ご
フ
マ
ン
は
イ
ン
ド
冰
、
ａ
パ

い
る
。
　
　
　
　
　
　
ぷ
ス
タ
ン
車
り
号
威
ド
「
武
装
解
除

　
ま
た
一
方
、
Ｉ
骨
な
ｋ
革
命
た
・
？
一
気
‐
己
柴
ｍ
し
、
パ
ン
グ
ラ
・
デ
シ
Ｊ
人

ク
ソ
ン
は
、
一
月
二
万
口
で
八
ヵ
月
Ｕ

一

民
を
鍼
に
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

洋 大 学 新 聞

大
せ
か
．
し
て
い
る
．
又
、
一
万
八
テ

ト
・
．
ッ
オ
軍
は
要
衝
サ
ラ
ブ
ク
ン
を
占

領
し
、
ラ
オ
ス
政
府
彫
り
最
前
線
飛
地

ロ
ン
チ
ー
ノ
や
一
陥
落
寸
前
に
ま
で
攻
め

λ
石
で
い
る
．
一
月
二
．
．
．
日
付
の
哨
□

新
聞
は
北
ベ
ト
ナ
ム
貳
の
攻
勢
に
「
軍

事
鋭
利
削
の
閤
で
は
、
今
乾
削
の
軍
事

t
y
g
l
は
八
八
年
い
テ
ト
八
攻
葱
コ
時
と

応
戦
こ
」
れ
る
ｔ
し
て
解
放
軍
０
圧
倒

的
深
男
を
．
包
馮
‘
い
る
．

　
の
吃
剔
攻
勢
０
ψ
哨
に
つ
い
て
い

ろ
い
ろ
と
繭
腸
さ
れ
て
い
る
か
、
大
体

ニ
ク
ソ
ン
訪
中
に
よ
る
大
国
訓
交
浄
へ

の
娯
一
と
判
断
し
て
い
る
．
現
在
、
イ

ン
ド
シ
ナ
ー
．
’
一
国
人
民
は
「
イ
ン
ド
シ
ナ

抗
ｘ
救
国
純
一
戦
！
構
想
な
ど
を
打

ち
出
し
て
い
る
中
国
が
ニ
ク
ソ
？
ご
交

渉
ｆ
る
こ
し
に
肩
し
鯖
倚
に
．
ｋ
発
し
て

い
や
イ
ン
ド
シ
ナ
解
放
勢
力
ｎ
脳
公

議
を
前
に
北
．
ヘ
ト
ナ
ム
筋
は
「
中
国
が

な
ぜ
ニ
ク
ソ
ン
大
統
徊
を
迎
‘
決
ぷ
、

理
解
に
昔
し
む
」
と
表
明
し
て
い
必
．

こ
の
湘
ｏ
、
パ
ン
グ
ラ
、
デ
こ
闘
争

の
際
｀
【
パ
キ
ス
タ
ン
を
支
持
し
た
こ
と

ご
艮
い
、
訪
中
問
題
と
良
い
申
国
の
反

準
南
哨
政
蜘
付
知
に
対
し
、
全
ア
ジ
ア

の
乾
剛
以
勢
と
三
ク
ソ
ン
り
「
八
一
目

蜀
案
い
で
あ
る
。

　
北
ベ
ト
ナ
ム
軍
、
南
ベ
ト
ナ
ム
解
放

日
次
戦
線
は
プ
レ
イ
ク
、
フ
ェ
ン
雀
な

Λ
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
、

イ
ン
ド
・
シ
ナ
Ｖ

最
重
要
問
一
と
し
て
現
在
、
一
づ
挙

-

治
的
、
軍
事
的
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
を
主
張
し

て
い
る
。
理
由
は
戦
時
申
、
パ
キ
ス
タ
ン

政
府
軍
に
加
担
し
ベ
ン
ガ
ル
人
民
磨
殺

０
お
先
棒
を
か
つ
い
だ
。
ピ
ハ
ー
ル
入

l
i
S

i
l
1
4
9
。
こ
れ
は
デ
フ

チ
土
け
て
し
か
な
い
バ
ン
グ
ラ
・
デ
シ

ュ
人
民
は
ピ
ハ
ー
ル
を
イ
ン
ド
軍
の

ま
張
し
て
い
る
歯
瑕
な
μ
｀
は
行
な
っ
て

い
な
い
。
ベ
ン
ガ
ル
・
ゲ
リ
ラ
軍
は
戦

争
終
了
後
、
バ
ン
グ
ラ
・
デ
シ
ュ
人
民

を
脱
略
し
ｙ

ｇ
Ｑ
ｌ
ｉ
Ｓ
ｉ
!
＆

け
る
よ
う
に
と
要
求
し
、
そ
れ
に
対
し

ペ
ン
グ
ラ
・
デ
シ
ュ
人
民
は
き
わ
め
て

秩
序
だ
っ
た
一
度
を
し
め
し
て
い
る
。

イ
ン
デ
ィ
ラ
・
ガ
ン
ジ
ー
、
教
女
は
な

に
よ
り
も
開
国
に
革
命
的
国
家
が
成
立

す
§
・
Ｔ
こ
尽
患
部
し
て
い
る
。
彼
女
の

腹
の
中
は
同
巧
な
く
パ
ン
グ
ラ
・
デ
シ

ュ
人
民
共
和
国
に
自
ｄ
の
政
め
哨
、
経

済
明
支
Ｓ
力
を
礦
４
ｙ
ｌ
時
に
経
済

幼
楓
に
た
つ
イ
ン
ド
を
仮
興
せ
ん
と
し

で
い
る
の
で
あ
る
。
ま
な
、
バ
ン
グ
ラ

・
デ
シ
ュ
政
府
は
社
会
主
義
的
政
策
を

打
ら
出
し
て
い
る
か
寮
だ
し
て
と
う
で

あ
ろ
う
か
。
政
肘
り
拓
導
Ｓ
は
ァ
ワ
ミ

場
慨
で
あ
る
。
そ
の
ァ
リ
ミ
巡
覧
と
は

七
Ｇ
年
剤
乖
当
時
兄
令
涵
文
に
反
対
し

で
い
た
東
ベ
ン
ガ
ル
ブ
ル
ジ
″
ァ
ジ
ー

を
代
表
し
9
1
Q
a
s
4
F
;
j

r

４
。
ま
だ
カ
リ
ス
マ
的
存
在
り
ム
ジ
プ

ル
・
ラ
’
Ｉ
マ
ン
が
圧
偏
的
パ
ン
グ
ラ
・

デ
ジ
’
Ａ
艮
に
影
興
力
を
及
ぱ
し
て
い

る
か
、
そ
り
本
性
を
或
わ
し
社
会
Ｅ
義

パ
ン
グ
ラ
・
デ
シ
ａ
建
設
に
逆
行
し
た

昭和４７年(1772年)2.弓１日

　
つ
乙
イ
・
バ
ン
グ
．
Ｚ
（
バ
ン
グ
ラ
・
デ
シ
こ
￥
）
、
こ
れ
か
白
万
人
以
よ
い
塵
殺

生
千
万
μ
宍
図
外
殲
民
り
塗
炭
０
カ
オ
ス
り
申
か
ら
解
放
を
勝
ち
と
っ
た
バ
ン
グ
ラ
・

デ
シ
ュ
人
民
自
今
ら
Ｉ
、
Ｑ
ぼ
れ
て
い
る
喜
び
の
貪
ｄ
菓
で
あ
る
こ
九
～
二
〇
世
紀
中
葉

が
帝
国
主
義
的
資
本
ぶ
４
列
強
の
植
民
地
支
配
の
囃
叱
と
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
労
働
鼎
国
家
の
「
‐

を
も
つ
。
蝕
物
Ｊ
ｈ
ス
タ
ー
リ
ニ
ス
ト
官
僚
の
世
界
革
命
一
地
動
の
盃
当
の
固
定
叱
０
「
呪
館
」

の
時
代
と
て
だ
ら
ぱ
、
現
在
と
未
来
は
全
世
界
被
抑
圧
人
民
Ｏ
「
解
放
」
の
時
代
で
あ

痢
日
木
革
匈
り
「
真
の
」
成
就
は
″
世
界
″
を
知
ら
ず
し
て
到
来
し
な
い
。
″
そ
し
て
巴

界
と
は
″
Ｘ
哨
国
主
轟
、
こ
の
帝
国
主
義
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
な
に
を
対
敵
し
よ
う
か
。
そ

れ
は
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
、
イ
ン
ド
シ
ナ
革
命
人
民
で
あ
る
。
ロ
シ
ア
ー
中
国
―
朔
鮮
へ
と
波

及
ｔ
石
橋
。
民
池
、
被
抑
圧
人
民
解
放
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
Ｉ
．
一
八
度
、
一
六
度
纏
で
淘
じ
込
め

た
の
が
ｘ
帝
国
主
義
で
あ
っ
た
。
こ
の
巨
大
な
『
不
敗
の
神
郷
』
を
も
つ
Ｘ
帝
国
主
義
の
軍

事
抑
圧
政
策
ｎ
ア
ジ
ア
l
i
C
‐
S

I
!
j
l
4
＆
9
M
j

l
M
;
r

K
M
‐
リ
ニ
ス
ト
官

奈
落
の
底
へ
、
被
抑
圧
人
民
に
は
解
放
、
こ
れ
か
我
々
に
約
東
さ
れ
た
歴
史
で
あ
る
。
そ
』

で
当
会
企
一
郎
は
二
心
）
世
紀
世
界
革
命
一
泰
の
扇
状
左
刀
向
を
紙
。
㈲
の
都
合
ｒ
。
概
略
的
で
は

あ
る
か
掲
一
す
る
。
後
は
読
者
鱗
Ｓ
の
『
探
究
心
』
に
お
ま
か
せ
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Λ
編
集
局
企
画
部
Ｖ

Ｍ

｜

僚
、
貧
民
官
僚
は
尻
込
み
を
し
肺
観
の
態
で
あ
っ
た
。
し
か
し
″
解
放
″
を
目
指
す
複
抑
圧

人
民
の
声
は
封
殺
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
六
八
年
テ
ト
（
旧
正
月
）
の
ヴ
Ｊ
ト
ナ
ム
人

民
の
不
屈
の
大
攻
勢
は
米
帝
の
「
不
敗
り
神
話
」
を
粉
乖
塵
に
粉
砕
し
た
。
栄
帝
国
主
義
者

は
身
０
毛
を
よ
ぢ
ー
、
、
発
育
不
・
艮
の
ト
マ
ト
の
如
く
膏
ざ
め
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
以
後
の
北

燎
、
チ
Ｊ
－
傀
儡
政
権
の
テ
コ
人
れ
も
全
て
徒
労
に
き
し
て
い
る
。
米
帝
の
経
済
的
Ｒ
ド
ル

(２)

た
。
与
党
民
主
共
和
党
は
そ
れ
に
対
し

危
瀬
僻
欠
席
で
流
会
さ
せ
た
。
ま
た
、

在
日
『
韓
』
国
人
は
一
月
づ
Ｉ
〇
日
、
ｋ

銭
砥
、
ス
パ
イ
容
馳
な
ど
で
死
刑
判
決

さ
れ
た
も
と
在
日
「
韓
」
Ｉ
入
徐
帰
君

の
・
処
刑
判
決
に
拍
議
し
、
集
会
を
も
ら

政
明
’
‐
７
、
誼
り
一
了
‐
ぶ
う
嘩
て
耀
貧
農

の
ト
ロ
ツ
キ
ス
ト
組
織
Ｐ
Ｏ
Ｒ
（
革
命

S
I
働
者
党
・
第
四
イ
ン
タ
ー
ポ
リ
ピ

ア
ー
又
部
）
、
Ｍ
Ｉ
Ｋ
（
革
命
的
左
翼
運

I
M

I
E
3
X
S
y
Ｅ
Ｌ
Ｎ
（
民

朕
解
放
車
）
な
ど
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
人
民
の
九
割
は
非
武
装
で

ち
り
惣
。
。
へ
。
寺
１
司
？
ら
ｇ
参
哨
‐
漫

喘
ご
あ
る
匹
一
男
旧
冬
』
’
決
り
せ
さ
。
り
を

り
ぶ
Ｊ
っ
ぐ
淘
嘸
乙
階
級
は
・
で
’
賭

し
て
軍
隊
酉
１
に
突
撃
を
決
行
し
滴

利
し
武
装
し
た
。
し
か
し
、
フ
フ
シ
ス

ト
は
レ
イ
ン
ジ
。
、
Ｉ
部
隊
。
喊
。
車
、
バ

ス
ガ
ー
硲
全
一
一
ど
≒
フ
フ
ツ
ス
ト

は
ｌ
ぶ
。
し
、
。
刀
喬
鳶
職
忠
D
l
g
白
以
工

の
死
賎
ぷ
・
。
り
慟
に
残
’
。
載
た
。
フ
ァ

シ
ス
ト
ぞ
づ
ぷ
孝
之
式
波
動
劈
・
聘

・
朗
を
バ
ン
セ
ル
に
与
λ
た
い
で
あ
そ

　
ポ
リ
ピ
て
一
睨
フ
フ
シ
ズ
ム
攻

れ
る
。
イ
ン
ド
政
府
も
自
国
の
学
生
、

青
年
朧
に
存
在
す
る
ナ
ク
サ
ラ
イ
ト

（
イ
ン
ド
内
の
急
進
派
）
珊
勁
家
と
バ

ン
ダ
ラ
・
デ
シ
ユ
左
派
と
り
合
筒
を
恐

れ
て
い
る
。
バ
ン
グ
ラ
・
デ
シ
ａ
左
派

の
拡
大
は
ア
ワ
ミ
湊
似
や
バ
ン
ダ
ラ
・

デ
シ
ュ
政
府
心
Ｓ
詞
に
衝
突
す
る
。

屑
題
は
、
こ
の
左
派
勢
力
が
パ
ン
ダ
ラ

・
デ
シ
ュ
武
装
解
放
」
争
り
一
切
の
成

果
を
防
衛
し
つ
つ
、
バ
ン
グ
ラ
・
デ
シ

｀
男
晨
国
家
を
指
向
し
、
バ
ン
グ
ラ
・

デ
シ
Ｊ
永
久
革
命
に
珊
利
す
る
か
に
か

か
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
イ
ン
ド
労
働

甚
・
学
生
の
急
進
派
』
奴
に
イ
ン
ド
亜

大
陸
革
命
に
突
き
進
む
か
に
あ
る
と
Ｉ

え
る
で
あ
ろ
う
。

　
Λ
南
部
朝
鮮
（
韓

　
国
）
Ｖ

　
一
４
り
事
変
を
練
っ
て
み
よ
う
。

　
一
〇
月
「
驚
嘆
令
」
、
こ
一
月
ｉ

家
非
常
寥
Ｉ
宦
亘
そ
し
て
一
月
「
大

輯
爾
非
常
大
権
」
。
「
棒
」
国
政
腎
は

こ
の
一
憲
の
布
令
を
「
北
（
朝
鮮
民
主

ま
義
入
民
共
和
き
な
ら
の
軍
事
的
脅

威
増
大
の
た
め
）
ｙ
禰
由
付
け
て
い

る
。
果
た
し
て
そ
う
な
の
か
。

　
Ｍ
共
広
下
り
拾
軍
事
政
権
体
制
は
、

一
‘
一
八
一
椴
防
乖
国
家
と
し
で
釆
、
Ｈ
希

に
と
っ
て
の
中
国
・
北
明
眸
Ｕ
ア
ジ
ア

革
命
り
「
防
敏
一
」
国
家
と
し
て
祭
Ｅ

し
て
き
た
。
米
、
日
帝
の
鸚
一
的
存
在

し
じ
て
の
怜
政
噺
の
臨
機
は
余
り
に
も

禰
い
。
「
民
恚
ｉ
」
宋
正
員
敗
追

絞
一
そ
ｌ
‥
で
「
南
北
赤
十
・
￥
会
談
支
持

一
息
」
を
喪
求
す
る
「
韓
」
一
周
衆
○

声
は
日
増
し
に
増
大
し
て
い
る
。

　
と
り
わ
け
「
憚
」
国
学
牛
の
声
は
堅

史
的
に
こ
の
Ｓ
の
民
家
の
声
を
代
行
し

で
き
て
い
る
。
李
承
帖
打
倒
を
貫
徽
し

た
四
・
一
九
学
牛
革
命
０
畔
け
る
蒙
史

を
担
Ｊ
て
き
た
「
韓
」
国
学
生
は
、
ま

さ
に
民
衆
の
声
で
あ
り
、
そ
れ
故
に
朴

に
と
っ
て
は
最
大
り
胃
膜
と
し
て
あ

る
。

　
現
在
、
「
韓
」
国
学
生
、
勇
一
者
は
栓

の
熾
烈
一
め
る
弾
圧
下
、
不
屈
に
闘
い

抜
か
れ
て
い
る
。
一
月
二
十
二
日
野
党

新
民
党
は
非
常
大
権
法
（
Ｉ
家
保
安
袴

別
僧
蕭
辰
つ
ま
り
、
衆
’
ヽ
の
政
治
権
限

を
刄
に
集
権
化
す
る
法
令
）
を
単
独
採

択
レ
た
政
府
に
対
し
臨
時
国
会
旁
開
い

ト
反
革
命
ク
ー
デ
タ
ー
に
打
倒
さ
れ
な

　
こ
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
反
革
命
に
ボ
リ
ビ

ア
人
民
は
両
雄
的
に
蜂
起
対
決
し
た
。

こ
の
戦
端
に
参
加
し
た
労
Ｉ
者
勝
敏
を

指
導
し
共
に
爽
っ
た
の
は
、
ボ
リ
ビ
ア

　
奉
東
に
お
け
る
輦
大
の
素
軍
事
植
民

地
、
こ
れ
が
戦
後
二
十
六
年
Ｓ
の
沖
縄

で
あ
る
。
一
〇
年
覆
前
キ
ー
フ
ウ
｀
Ｉ

沖
縄
。
高
郷
弁
務
官
は
「
沖
縄
に
自
治
な

一
ほ
な
い
」
と
い
っ
た
。
人
口
の
Ξ
分

の
Ｉ
ｔ
じ
く
し
た
沖
縄
が
一
後
サ
ン
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
で
約
東
さ
れ
た

暉
史
が
こ
れ
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
当
然
、
沖
縄
人
民
は
「
平
和
」
憲
法

下
の
本
土
へ
の
４
還
へ
と
厦
鱒
一
指

尋
下
、
貰
い
抜
い
た
。

　
し
か
し
、
沖
縄
入
民
り
麗
い
は
属
地

○
挙
式
、
解
休
で
あ
り
、
Ｉ
、
日
希
の

捷
出
し
な
「
返
還
」
略
定
は
「
基
地
の

防
衛
」
で
あ
っ
た
。
七
〇
年
十
二
月
二

〇
日
の
コ
ザ
舗
動
は
城
地
実
力
解
体
、

撒
汲
闘
争
り
開
始
で
あ
っ
た
。

　
沖
縄
人
馬
は
そ
り
麗
い
が
ｔ
‐
和
哨
な

返
還
な
ど
ぶ
ｉ
す
る
厦
帰
扁
、
慧
艮

政
府
の
伜
季
？
に
突
破
し
、
威
瑞
解

体
、
徹
去
に
む
か
っ
で
奎
丈
民
が
共

に
鸚
１
り
か
函
か
を
礎
出
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
ま
ペ
ー
一
月
一
杯
縄
い
抜

か
れ
た
本
土
入
民
の
闘
い
は
穏
健
的
既

嘱
左
翼
社
、
共
○
枠
を
塙
縮
的
に
て
は

あ
る
が
突
破
し
つ
つ
あ
る
。

　
沖
縄
解
放
闘
争
の
発
庚
は
「
韓
」
国

と
共
に
一
粟
に
お
け
る
米
、
日
瘤
Ｓ

r

g
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S
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g
S
貰
い
の
開

一
条
意
味
す
る
り
で
あ
る
。

　
Λ
南
米
Ｖ

　
南
米
、
こ
り
地
は
遜
式
に
お
い
て
滉

布
に
お
い
て
世
界
布
命
運
動
の
発
火
点

暇
俘
在
と
し
て
あ
る
。

　
キ
Ｊ
Ｉ
が
革
命
０
嵐
事
納
指
導
者
チ

｀
・
ゲ
バ
ラ
は
新
た
な
必
喊
旭
忿
ポ
リ

ビ
ア
に
求
め
た
。

　
ポ
リ
ビ
ア
は
現
在
、
帛
栄
に
お
い
て

熾
烈
な
革
命
と
反
革
命
の
覗
場
と
し
て

あ
る
。
「
第
二
、
塀
２
の
ヴ
エ
ト
ナ
ム

を
／
」
と
叫
ひ
続
け
た
ゲ
パ
ラ
の
死
地

で
あ
る
こ
の
国
で
は
七
一
年
、
Ｍ
Ｎ
Ｒ

（
革
命
的
民
族
主
義
扇
動
）
と
Ｆ
８
Ｂ

（
ボ
リ
ビ
ア
社
会
主
義
フ
ァ
ラ
ン
ヘ

党
）
に
よ
る
改
良
主
義
卜
－
レ
ス
政
権

一
瓢
で
あ
り
、
少
々
記
事
も
古
ぱ
け
て

い
る
．
こ
０
他
に
、
ア
メ
リ
カ
の
反
戦

恵
動
、
ア
イ
ル
・
ラ
ン
ド
の
Ｉ
Ｒ
Ａ

（
ア
イ
ル
・
ラ
ン
ド
共
和
軍
）
の
自
治
権

奪
取
一
争
、
ロ
ー
デ
シ
ア
の
無
人
車
動

ス
ペ
イ
ン
心
フ
ラ
ン
コ
軍
事
政
権
に
対

す
る
民
衆
心
・
Ｉ
忿
７
枚
挙
め
い
と
ま

が
な
い
．
ま
さ
に
令
世
界
は
解
放
受
．

革
命
を
希
求
し
．
勝
利
す
る
為
に
Ｉ
っ
て

い
る
の
で
あ
兎
警
ａ
こ
の
世
界
華

南
葦
蜀
に
擾
す
．
・
心
阿
、
ａ
４
の
麗
い
を

ダ
観
視
し
た
く
な
る
ほ
と
で
あ
る
．

　
日
本
人
民
は
予
々
ン
ビ
オ
ン
米
密
を

抒
輛
す
心
為
に
Ｕ
苧
こ
対
択
し
て
い
る

亡
７
て
も
赳
‐
一
そ
は
な
い
気
に
な
っ

て
し
ま
々
し
か
し
、
膀
利
旁
豪

て
も
．
わ
れ
わ
れ
の
Ｉ
任
務
を
軽
視

認

こ
・
こ
ぱ
し
て
は
な
ら
な
い
．
わ
れ
わ
れ

か
目
的
廓
繊
回
に
に
蔦
を
貫
徹
す
る
こ

ど
に
し
か
ｔ
．
り
一
利
奢
導
く
こ
と
は
７

き
な
い
．
人
民
の
政

』 ］
的
無
開
心
さ
が

軸
ム
に
お
い
一
河
亥
．
．
イ
ン
ペ
リ
ア
リ

ズ
ム
’
フ
ァ
シ
ズ
・
允
ス
タ
ー
リ
ニ
ズ

四
分
一
利
ご
七
た
Ｉ
芒
惣

　
日
本
草
自
９
ハ
民
．
ひ
沖
縄
に
動
舞
一
ご

れ
て
行
．
ヽ
・
以
外
．
成
ａ
で
き
な
い
．
一

回
心
サ
ー
ク
ル
明
、
平
和
的
オ
ン
ャ
ベ

リ
に
・
・
．
・
め
こ
居
・
・
こ
．
一
里
塚
に
・
、
砂
川

に
脳
・
・
・
一
円
’
‘
・
’
一
・
・
・
’
．
ハ
・
．
’
一
同
い
載

　
に
慧

『

貨
レ
ー
い
莉
う
・
化
め
た
．
Ｊ

・
バ
√
・
ヅ
号
・
瓦
ツ
戸
を
聴
い
で
い

・
６
．
ブ
‐
‐
・
昌
・
Ｈ
に
沁
制
は
甘
た
Ｉ
心
い
反

芒
昌
声
匈

・
．
・
玉
石
い
兄
い
・
心
・
い
・
弓

腿
・
べ
Ｅ
に
り
．
‐
昌
．
一
目
な
り
、
・
７
、
μ

Ｆ

９
ひ
ド
ン
．

　
　
　
　
　
　
　
（
練
集
局
企
騰
都
）
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ボ
リ
ビ
ア
武
装
解
放
闘
争
に
勝
利

を
／

　
ま
べ
南
米
で
は
ペ
ル
ー
の
ト
ロ
ッ

キ
ス
ト
、
ウ
ー
ゴ
・
ブ
ラ
ン
コ
の
率
い

る
義
民
運
動
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
ト
ロ

ッ
キ
ス
ト
組
織
Ｅ
Ｒ
Ｐ
（
人
民
革
命

軍
）
の
要
人
一
例
な
ご
り
武
装
解
放
ゲ

リ
ラ
闘
争
、
又
、
７
フ
ジ
ル
、
チ
リ
な

た
の
か
。
否
、
断
じ
て
否
。
ボ
リ
ビ
ア

労
勣
者
峨
士
に
と
っ
て
こ
れ
は
一
時
の

慢
返
て
し
か
な
い
＠
Ｐ
Ｏ
Ｒ
は
現
在
、

鉱
山
地
区
に
お
い
て
労
働
者
階
蔵
を
武

装
さ
せ
、
再
度
の
戦
‐
に
備
え
て
い

る
。
フ
ァ
シ
ズ
ム
は
一
対
に
勝
利
す
る

こ
と
な
と
は
な
い
の
だ
。
戦
闘
に
お
い

て
ボ
リ
ビ
ア
「
赤
幕
軍
」
は
多
大
の
輯

性
を
出
し
た
か
、
ボ
リ
ビ
ア
Å
罠
は
よ

り
Ｉ
」
強
化
さ
れ
、
近
代
哨
兵
霜
を
襄

｜

ｉ雀

サービス本位の雀荘一学‐より徒歩５分

　学生新引　　一時間￥40－

　サーピスタイム　１時間　￥30－

　(AM10:00－PM5:00)

　冷暖房完傭

　クラプことぷきｓ－･一

　　　TEL CS46)む２７２

Ｔ
ま
ー

Ｉ
－　
ｒ
‐
‐
－
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

白山上
ゝ

制服・制帽・バ。チ・カ。プ

宸・その他

モトハシ帽子店

末学前ＴＥＬ（９４１）５２１４

　コーヒー・ホッl･ドック

白山上

　たかぎ喫茶室

　　小集会に御利用下さい

　　電話（８１２）９４５９

　資生堂チェーンスl･アー

白山上
　高　木　薬　局

　　電話（８Ｈ）２０６４

　
　
　
　
　
　
　
　
白
山
上
バ
ス
停
前

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
Ⅲ
）
七
大
八
六

皿

満
　
寿
　
美

屋

－
香
り
登
か
な
本
場
の
そ
ば

自
慢
の
味
・
品
本
位

Ｇｏｕ憲xcA圃zloPPOIrrUNltl銘wnll』載g

成層圏､操縦祗名lﾄﾉ河ﾛｯﾄ

　高度１万・の成層圏。ジャンポ・ジヱヅト

の銀色の機体が、零下55℃の静寂のなかを突

き進んでいく。華やかなざわめきにつつまれ

た客室内、それとは対象的に操縦梓を握るパ

イロットの瞳は、冷徹に澄んでいる。

　多ぐの乗客に快適な空の旅を保証し、グロ

ーバルな“人々との貴重な対面’に貢献する

職責を日々果たし続けるパイロッ｝の熱いプラ

イドは、クールな自負の奥深くに秘められて

いるｰ･。

　このパイロットの仕事は、多くの人にとっ

て､゛こどものころの“憧れ｡’でありたろう。

しかし、その憧れとは別に、r特殊な人間で

なけれぼパイロットには不適だ」と思いこん

でいる人が多いのは、残念な誤解である。

　パイロットはいまや、決してｰ‘ごく限られ

た人だけの特殊な職業”ではない。一定の知

的、身体的条件に加えて、どうしてもパイロ

ットになるぞ一一－という強い意志さえあれば、

誰でも国際線プロ・パイロッ｝になることが

可能である。

一憧れを現実化するための、･みなさんの積

極果敢なアプローチとご応募をお待ちします。

蚕パイロットの職務内容、および日本航空に

おける他職種についての詳しくは、日本リクヽ

ルートセンター発行の「躍進する日本の産業」

または「りクルー１ブック（大学翫）」をご覧

ください。　　　　　　　　　　　　　　。

日本航空では、下記の要領で、パイ

ロット採用試験を実施します。ふる

ってご応募ください。

鶴
応暮資格

＠年●2S●未満の日本国●を有する男子

　　　　(Ｓ．４７．３．１２境在)

○学蟹短大卒または４大学２年修了以上

　　　　(含む修了見込)以上.専攻は不間。

Ｃ身体(D身長16Sミ以上a》体重sS㎏以上

　　　　(酢視力複扱で左右とも1J以上

　　　　④その他内科的疾患なく、き神壽力

　　　　　など瓦常で航ZI榛東務に適する者

・･　昌 一瓢47年３月１日柿S必●

第１次試蒙日 昭教147年３月IZ日収鼎

●終発喪 ５月中旬＜予定>

試　歓　亀 東京、大賢．価岡．札裸

●考方法
①筆記試験（英i暑、一着教養）

②面接試・@適性検査④身体検査

一週考普檀は輪切扱応Ｓ者各人雍●鋤します．

応募方法

⑤官製往復ハガ考に次の覆領（蕃号順．横

　書き）にて７項目を●紀し齢逸してくだ

　さゝ･．　　　　　　７殉ｆヤ　（D郵便●戈ぶ芦話●号／追綸先住所

　（置）氏名｛漢字）

　＠生年月Ｂ（噂年．月　Ｂ檎歳）

　④出身校名（卒業年度）または在校名

　　（卒瀧見込年度）を記入

　⑤受験希望地（受壊地の変吏は原則とし

　　て認めません）　　　’

　⑤身長、体重、憚●裸力（右･左）

　⑦受駿歴（過去の当社･ｆイロツ１採用試

　　薦で三次鉄線に合書した方は、受験隼

　　月日を記入してください〉　’

⑤返信用･ヽガキに住所･氏名･郵●番号を明記

　し、表に速達用70円碧乎を貼付のこと

○履歴書、成績高明書は庸狭l式●の際に曇

　出して●●ただきます．

※なお、すでにJAI､ARSにご登録いただい

ている方には、自動的に今回試験の案内をさ

しあげます。

●応募先　東京都弔代田区丸の内2-7-3〒100

東京ビル内8本航空人事第二課採用係TEL03413-6211

ﾉヽeｲ9ﾂﾄ採用試験

日本航空Q

●JAL･APPlieants Registration System(日本航空乗務職受験有資格者の登録制度)

　現在、航空輸送業界は本格的な大量・高遠

時代をむかえ、世界の空にはジャンボ・ジェ

ツ｝が飛ぴかっています。日本航空は、この

新しい局面に対応し、さらに、あすの日本航

空づくりという大きな視点からの人材開発を

企図して、このほどJAI､ARS（乗務職受験有

資格者登録制度）をスタートさせました。こ

の制度は、日本航空の乗務職への憧れと意欲

を持った受験有資格者の方々に、あらかじめ

登録しておいていただこうとする制度です。

また適正な精神・身体条件および知性を有す

る大切な“空の人材’が、みすみす受験のチ

ャンスをのがすことのないようにとの配慮で

す。

　あなたが、日航乗務職に関心をもち、一度

採用試験を受けてみたいとお考えでしたら、

ぜひ、JAしＡＲＳに登録してください。

　職種条件（身体・年齢・学歴）に合う人な

らば、どなたでも結構です。出身学葬や専攻

科目もいっさい考慮に入れる必要はありませ

ん。登録用紙は下の請求券を貼付し、下記本

社まで遠慮なくご請求ください。その登録用

紙に必要な項目を記入のうえ、日本航空本社

組織人事部人事第二課まで郵送してください。

　登録していただいた方々には、登録受理と

JAL.ARSナンバーをお知らせし、各職種の

試験のさいには、日時、場所など試験に関す

る情報を自動的に提供します。

　なお、登録有効期間は登録日より１年間と

します。住所変更等のある場合は、随時ご連

絡ください。

＊友人､後輩等にも､よろしくご紹介くださべ

＊JAL.ARSは「ジャラス」と呼んでください

●お知らせ

　次回のパイロット採用試験は７月に実施す

る予定です。今回の試験に応募できない方は、

JAI.ARS登録の手続をとられることを、お

すすめします。７月の試験の通知が、自動的

に入手できることになります。

ノ
j.？
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